
課題解決の筋書（ロジックモデル）
インド国交通規制材のビジネス化実証事業（名古屋電機工業株式会社）

活動 結果
成果

初期（～1年） 中期（～3年） 長期（～5年）

現地企業との
パートナーシッ
プ関係構築

道路交通規制
ソリューション
(パッケージ)

の採用

交通規制コス
ト削減・工期
短縮・安全意
識の向上

交通規制現場
における事故
ヒヤリハット
シーンの削減

資源

交通安全対策
に積極的に取
り組む顧客の

開拓

規制材の技術
的効果検証
（POC）

交通規制ソ
リューション
のニーズ拡大

ガイドライン
改定による厳
格な交通規制
ソリューショ
ンの標準化

交通規制材利
用に関するガ
イドライン改
定へのアプ
ローチ

1

2

・・・道路・交通管理者

・・・道路工事事業者等規制の実施主体

3 ・・・地域社会

4 ・・・道路ユーザー

1 2 3 42

1

交通規制材利用
に関する定量
データの収集・

分析

ニーズの確認

長期
規制

短期
規制

2

自社スタッフ
（@日本）

現地パートナー企
業スタッフ

交通規制材
交通規制

ソリューション

自社予算

交通事故削減
による経済的
損失の回避

1 2 3 4

さらに
長期的には
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